
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）ＲＰＲは位相特性を有していますので、接続相が重要です。ＣＴ／ＶＴの接続相

は次の表のとおりに接続してください。 
継電器の 
端子記号 

正相回転設備の場合 逆相回転設備の場合 

ｋ 
ｌ 

Ｉ① Ｉ② Ｉ③ Ｉ① Ｉ② Ｉ③ 

Ｖ１ Ｖ① Ｖ② Ｖ③ Ｖ① Ｖ② Ｖ③ 
Ｖ２ Ｖ③ Ｖ① Ｖ② Ｖ② Ｖ③ Ｖ① 

添え字の①、②、③は受電設備内の見かけ上の相順を示します。電源の大元の相順と不一

致でも構いません。但し、該当する受電設備内の相回転が、正相回転か逆相回転かにより

電圧の接続相が変わりますので、必ず受電状態での相回転を確認してからご使用ください。 
（注２）ＯＶＧＲとＲＰＲの出力はｂ接点を使用する場合について示しています。ａ接点

を使用する場合はほかの装置とパラに接続してください。 
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ＯＣＲ Ｍ   

OVGR 動作相当 

 

電源側 
６．６ｋV 
 

クランプ 
ＣＴ 
 

制御電源 
AC100V,DC100V 
(VT2 次を兼用可) 
 

,  

 

（注１） 
 

系統連系継電器（TRG-DV40）の外部接続例 
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（注２） 
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52b 

リレー
ロック 

5

5

 
 
 
 

28T 
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警報盤などの構成 
(タイマー：５～１０ｓ）, 

警
報
表
示 

RPR ロック 

OVGR ロック 

RPR 動作相当 

OVGR 動 
作受信 

RPR 動作
受信 

負荷側 
 

（注２） 
 


